
       

 

  

 

     

 

 

校長 杉 高  浩 

いよいよ今年度のまとめとなる３月を迎えました。子供たちの成長には、一人一人の頑張り

と努力が、そして、それを支えてくださったたくさんの人の励ましがあったことと思います。

是非、ご家庭でも、卒業や進級を前に１年間を振り返り、お子様の成長を一緒に喜んでくださ

い。また、子供たちには、一日一日を大切にして、クラスの友達や先生と、多くの思い出をつ

くってほしいと思います。そして、３月はお別れの月でもあります。  

映画監督の故・大林宣彦さんが、映画の中でいつも使う別れの言葉は、「ありがとう」「ごめ

んなさい」「さようなら」だそうです。「ありがとう」とは、二人を出会わせてくれた運命と、

ぼくに出会ってくれたあなたへの感謝。「ごめんな

さい」はそのあなたにもらったものの大きさに対し

て、ぼくがあげることのできなかった多くの事につ

いての申し訳なさ。そして最後には、礼儀正しく「さ

ようなら」。「杉っ子八つの愛言葉」にもあるように、

人は「ありがとう」の数だけ優しくなり、「ごめん

なさい」の数だけ賢くなり、「さようなら」の数だ

け心をつなぎ、愛を知るのだそうです。  

小杉小の教育目標は『「強いからだ」「創る力」「愛のこころ」を兼ね備え、たくましく生きる

子供の育成』ですが、この１年間、教室や校庭では、この教育目標を目指して毎日のように「わ

かった」「できた」とともに「まだわからない」「もう少し」の声が響き渡りました。行事や遊

びの中では、時にはケンカやトラブルもありましたが、たくさんの「ありがとう」とともに「ご

めんなさい」が聞こえてきました。  

私たちはとかく成功体験に目が行きがちですが、実は、失敗の中から学ぶこともあります。

むしろその方が多いのかもしれません。学校では、価値観や性格が違う子供たちとともに活動

します。そのような環境や集団での生活を通し、子供たちは、「ありがとう」の数だけ優しくな

り、「ごめんなさい」の数だけ賢くなったと思います。  

さて、３月は、たくさんの「さようなら」もあります。子供たちは、その数だけ心をつなぎ、

愛を知ることができるでしょうか。  

1７日には、１０８名の６年生が卒業します。卒業生と保護者の皆様に心からお祝い申し上げ

るとともに、子供たちへの指導・支援に関わってくださった多くの方々へ厚くお礼申し上げま

す。また、他の学年の子供たちも１年間の総まとめに取り組んでおります。進学・進級への大

切な残りの日々、変わらぬご協力・ご支援をよろしくお願いいたします。 
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2 月 19 日(木)に特技発表集会を行いました。この集会は、自分の特

技をみんなの前で発表することにより、自分に自信をもつことや、特技

発表を見ることで、友達のよさや素晴らしさに気付いたり、認めたりす

ることがねらいです。 

１５組の児童が自分の得意とする、縄跳びや体操、ダンス、歌に楽器

演奏等の特技の披露をしました。多くの児童は自信に満ちた表情で堂々

と発表し、見ている児童から大きな拍手をもらうと、満足した笑顔があ

ふれていました。 

これからも自分の得意とするものをさらに磨き、自尊感情を高め、自

他ともに思いやる心を育んでいってくれることを期待します。 

 3月 4日(水)に 5年生が中心となって「卒業おめでとう・あ

りがとう集会」が行われました。「今までお世話になった 6年生

に感謝の気持ちを伝えよう！」のスローガンで始まった集会では、

ペンダントや王冠のプレゼントの他、各学年がそれぞれの方法で

6年生への感謝の気持ちを伝えることができました。また 6年

生からは在校生の感謝の気持ちに対し、お礼の言葉と「学級旗」

のプレゼントをいただきました。 

 ６年生の皆さんは、中学校へ進学しても、小杉小学校で身に付

けた元気と忍耐力で困難を乗り越え、自分の目標に向かって頑張

ってくれることを期待しています。 

 今回の集会を企画・運営してくれた５年生が主体性をもって協

働的に取り組む姿に頼もしさを感じました。４月からの小杉小学

校のリーダーとして一人一人が生き生きと活躍してくれること

を期待しています。 

 

 

 

 

 3 月 10 日(火)に市内の 6 年生児童に射水市のブランド魚で

あるサクラマスを味わってもらい、地域の自然や食文化に関する

理解を深め、ふるさとに誇りをもってもらうことを願って各校で

「サクラマス寿司を楽しむ会」を開催されました。本校でも、は

じめに長谷川栄養教諭から射水のサクラマスについて説明を聞

いた後、各教室で一人一個ずつ受け取り、美味しくいただきまし

た。 


